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深 海 サ ン ゴ の 色 彩 分 光 特 性

イ中

s pectra■  Character■ stiCS Of Deep Sea COra■ S

Yuzuru  NAKAMURA

ヾッドウェー沖産の深海サンゴの色彩に関する基礎データを紹介 した。

可視光波長域において,分光反射率は 490～ 500れれで最 も低 くなった。また,405
± 5れら 510± 5mに微少の反射率増があり,高明度のサンゴほど顕著であった。
視感選別を行 った場合,高明度のサンゴほど誤差が大きくなるが,これは深海サンゴの

特徴とされる色ムラに起因 している。

譲村

1.ま え が き

装飾用サンゴの品質を決定する要素としては,

色彩,光沢,形状,傷などが考えられる。 しか し,

これ らの要素はサンゴの生理機構と密接な関係を

持つもので,その生成発現を支配する主要因子が
本質的に解明されていないため,品質管理技術 も
充分に確立されているとはt/1え ない。

DELE―DUBIOぎ)ら は, ラマンスペク トル法
に よって,天然サンゴの色が海棲動物体 内に濃集

された カロチ ノイ ド色素による ものであるとして

いるが,その種類 については詳細 していない。

また,今髯によって,サ ンゴの種類1/6よ る有機

物の含量と結晶子の大きさの違いが指摘されてい

るが, まだ品質管理に応用できるには至つて1/・ な

しう。

県内サンゴ業界では,取引の適正イヒによる生産
と流通の合理イヒ,効率イヒをはかる研究がすすめら
れている。

こうした理由から,業界に協力して品質管理技
術の改善 と体系イヒをはかるために,サ ンゴの経済

的形質 としてもっとも重要視される色彩について,

赤サンゴに続いぞ)深海サンゴの特性を比較 した

ので,若千の考察を加えて報告する。

2.実  験

2.1 測色試料
装飾用サンデLし て工芸的に使用されるサンゴ

材料は,生物学的には岸」たょって,日 本近海産
の 6種 ,ア カサンゴ (COrα ′ιじzれ  メリοルじοπれ
Kじ sん。),モ モイロサンゴ (Cο′α ιιれれ θιαιれs

R`ごdey),シ ロサンゴ (Cο rα ιιれれ たο″ο′οじ
κじSれ)と ,地中海産のモモイロサンゴ (C οrα Jιt 2屁

rαレ しれ)が知られている。

しか し,昭和 54年 より, ミッドウェー沖の水

深 800～ 1,200712か しサンゴ採取が始ま り,

これまでの水深 100～ 500π とは比較になら

ない深さであるため,サ ンゴ業界では深海サンゴ

と慣用的に呼称 している。形状,色彩,分布状況
か いも新種 と考えられるがまだ学名はつけわれて

いない。 したが って,こ こではその名称 を用いた。

演1色に供 したサンゴは,表 1の通 りである。す

なわち,昭和 59年 に採取したミッドウェー沖産

深海サンゴに球形加工を行い,その中から一通 り
の色が含 まれるように視感選出を行い,直径の近
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似 した 7o個を標準サンプルとした。さいに,視
感明度比較によって,低明度の ものか ら40個づ

つ,Aグループか らGグループに選別 し,各 グル

ープ内のllF位 も低明度のものか ら並べ測色を行 っ

表 1 預」色試料とその性状

2.2 測式法
本研究では, リトロー型グレーティング・ダブ
ルモノクロメータ分光器を採用 した 607型 カラ

ーアナライザ (日 立製作所製 )に よって測色を行
った。本機は白記分光光度計 とAD変換器を一体

化 してお り,X― Yレ コーダによる分光反射率曲

線の記録および,パ ーソナルコンピュータ(Pc
-9801F,日 本電気製 )と の接続により,三
刺激値 (X,Y,Z),色 度座標 (χ ,y),主
波長 (λ d),刺 激純顔 Pe),マ ンセル値 (

H,V, C)等 の演算処理が行えるように構成さ

れている。

測色は,付属の微少面積測定装置を並用 し,試
料面積を 5× 6mに縮 少し,波長 67o～ 780
mの範囲で行 った。なか,標準サンブル測定にか
いては,色彩に大きく影響するにどのキズ,視感
比較区分を極端に狂わせると考える色ムラなどが

存在する場合,これ らが測定面に現われないよう

た。

また,深海サンゴ特有の色ム
Gグループ相当の高明度のもの
プとし,自色部測色用とした。

ラを考察す るため,

4o個をWグ ルー

に極力注意してサンゴを試料台にセットした。ま

た,Wグループの試料については,自 色部測定の

ため,色味のもっとも無いところをセットした。
ただ し,ど ちるの場合も,サ ンゴ特有の巻き状

層による微少の色ムラは避けることができなかっ

た。

3.結  果
3.1 深海サンゴの分光反射率曲線
図 1に ミッドウェー沖産深海サンゴの分光反射

率曲線を示 した。

図 1に 示した曲線は,標準サンプルの測色試料
の中から,特徴的 と思われる 42試料と,Wグル

ープの 1例である。 したがって,Wグループ以外
のその他の試料はすべてこの測定曲線領域内に存

在 している。

深海サンゴは,分 光反射率曲線か らに′で同一 タ

イプとみなすことができる。共通する特徴として
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標
準
サ
　
ン　
。フ　
ル

Aグ ル ー プ A(10) 低 明 度

高 明 度

球形 1020-1050 各 10

Bグ ルー プ B(10)

cグル ー プ c(10)

Dグル _プ D(10)

Eグ ル_プ E(10)
Fグル ー プ P(10)

Gグ ル_フ・ G(10)

白色試料 wグルー プ w(10) Gグループ相当 球形 10 25ヽ-10 50



は, 490～ 500れれの波長域で反射率が最 も低

くなった。 また, 405± 5″れ, 510± 5れれに

微少の反射率増大がみ られ,こ れは高明度のグル

ープほ ど顕著であった。

細分類 を考えるな らば , 4つ のタイプに分け い

れ る。

第 1は ,A(1),A(5),B(5)に 示 した低明度の タ

ィブであ り,こ の種類のサンゴは, 560± 5πれ

か ら立ちらが りを見せ, 700± 10れれて最高と

な り,以後 わずかに減 少をつづけた。主波 長はそ
れぞれ, 6068η 屁, 6055れ れ, 6046れれで

あった。

第 1は ,B(8), C(5),D(5),E(1)に 示 した中明

度 の タイプであ り,こ の種類 のサンゴは , 525

± 5ηれかわ立ちらが りをみせ , 710上 152れで

最高となり,以後わずかに減少をつづけた。主波
長はそれぞれ, 6029れれ, 6029れれ,6026
れれ, 59852れ であつた。

第Ⅲは,E(5),F(5),G(3)に示 したやや高明度
のタィプであ り,こ の種類のサンゴは, 560士
57mか ら立ち上が りを見せ, 650± 5れれで最高

となり,以後わずかに減少をつづけた。主波長は
そオ■ぞオ■, 6 0 1 9れれ, 60 6 6れれ, 6 1 26れれ

であった。

第 Ⅳは,G(7),G(8)に 示 した高明度の タイプで
あ り,こ の種類のサンゴは, 525± 5れれから立

ちらが りをみせ,620～ 655れれで最高となり,

以後わずかに減少をつづけた。主波長はそれぞれ ,

（゙
）
粁
　
一『　
駆

680   420

図 1

460   500   5411    580   620   640

ミッドウェー沖産深海サンゴの分光反射率曲線
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5962れら 5984れれであった。

したがって,一般的に明度の高いサンゴほど主
波長が短波長倶1に よる傾向があると考え られるが,

F(5), G(3)な どのょうになるのは,深海サンゴ特
有の色ムラの影響に よると考えられる。また,W
O)の ように,球形の測色部をその見かけ上の色彩
を無視 して極端に自色部においた場合,高明度 ,

低彩度の演1色値となり,視感選別 と機械選別によ
る誤差の原因として,色ムラを考慮 しなければな
らないと考えられる。

図 2に Wグループの分光反射率曲線,表 2に測

色値の一部を示 した。W(3),W14)な どの分光曲線

か らは,標準サンプルに認めいれるような反射率
の変化を識別することは難しい。 しかし,その他
の試料には, 490～ 500れれの波長域での反射
率の減少などがみられ,色味のあるものほど顕著
であった。

したがって,深海サンゴの色は,骨軸中に含ま
れる色素にょって発色しているものと考えられる

が,同一系統色か らなってお り,分光反射率測定
によって,ほぼ同種のサンゴを識別することが可
能である。

680   420   460   500   540   580   620

図 2.深海サンゴ (Wグループ )の分光反射率曲線

740   780
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3.2 深海サンゴの色度点
分光反射率曲線より三刺激値を算出 し,深海サ
ンゴの色をX lo Y 10 Z 10表 色系における色度図

に示すと,図 るのょうになった。           y
035

07

06

05

04

olo   020  o30  040   o50   o60   070 コい°

図 6 深海サンゴのX10Y10Z10色 素系に
おける色度図

すなわち,標準サンブルのサンゴは (0.6246,
06276),(0.6246,0.6161),(0.4556,
0.6265),(0.4556, 06680)の 四つの点

で囲まれた色領域に分布 した。

色領域はほぼ平行の帯状に分布 していたが,比
較が困難なため,図 4に部分拡大を行った。また,

図 5にWグループの測定値を示 した。

030  055   o40   045   05o

図 4 深海サンゴ(標準サンプル )

の部分色度図

030   o35   040   o45   050

図 5 深海サンゴ (Wグ ループ
の部分色度図

y

035

034

035

032

03,

030

c(白●く )

＼
o(3)0(5

~~~―ヽ‐w(10)

C(白色点 )
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標準サンプルの深海サンゴは
y=o0796χ +02946

の一次式で表わされる回帰直線にそ って分布 し,

相関係数は, 07o4で あった。

したカミって,

χ=o6104  のとき
y=06189   となり,

これは,標準の光 Cの 白色点 (06104,
06190)と には一致すると考えられる。

すなわち,深海サンゴの品質管理に色彩を利用
しようと考えた場合, この一次式にそって等級区

分を行えば数値的な指標が得るれやすいと考えら

れる。

Wグ ループの白色部については,

y=06091χ +02211
の一次式で表わされる回帰直線にそって分布 し,

相関係数は, 0845で あった。試料数が少ない

ため問題もあるが,色領域は白色点 Cの近辺に集
ま り,ほぼ一定の方向に分布 していた。

4.深海 サ ンゴ の選 別 法 に 関 す る考 察

装飾用ネックレスの選別工程において色合せの

難 しさがよ〈指摘されるが,深海サンゴでは,単
純なサンゴ内部の色素量の違いによる刺激純度の

バラノキばか りではなく,全骨軸内をおかってい
る色ムラ1/C起因 していると考えられる。

この色ムラは,加 工工程で取 り除けるものでは
なく, したがって,深海サンゴの形質と認め,色
ムラを考慮 した選別を行わなければならない。

現工程における選別区分は,製造業者間で異っ
てお り,加えて選別等級の再現性は感覚的なもの
に大きく左右されている。今「nJの調査においても,

標準サンブルを祝感明度比較により, 7グ ループ

に等級区分を行 ったが,グ ループ内誤差の違いに

よっても,選別および等級区分の難しさが理解で
きる。

表 6に標準サンブルのマンセル値による測色差

を示 した。

全体的に,低明度のグループほど差が少なく,

自色部の多い高明度のグループにど色ムラを強 く

感 じると考えるれる。

図 6に AグループとGグループの部分色度図を
示 した。

低明度のAグループは,色度点が集中している
が,高明度のGグループはかな り分散してお り,

この傾向は高明度なグループ′など顕著であった。

また,図 7,図 8に AグループとGグ ループの

分光反射率曲線を示 したが,反射率曲線領域幅の
広が りも高明度なグループほど顕著であつた。

したがって,機械選別法を考える場合,こ の色
ムラによる演1色誤差 をどのよう1/r補 正するかが今

後の課題である。また,現選別工程にかける視感
選別法を安定化させるためには,視感比較法等が
望ましく,等級区分別比較サンプルの作成が必要
である。そのために,色差計や色彩分光測定装置
を使用した機械測色と色度図を利用 したサンゴ等

級区分表などの活用が考えられる。

y

035
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o35

062

031

050

060   035   040   045   050
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図 6.AカレープとGのし―プの部分色度図
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5。 ま とめ

深海サンゴの発色は,骨軸内の有機的色素によ
っていると考え られるが,色彩分光反射率曲線に
よる吸収スペク トルだけでは,有機成分の決定は
不可能であった。

しかし, 490～ 500れれの波長域における反
射率最低点の有無, 405± 5れれ, 510± 52“

にかける微 少の反射率増を調査することによって,

種族同定を行 うことができると考えられる。

ただ,他種の装飾用サンゴが同一色素によって
発色 している場合,吸収スペク トルが類似すると
思われるので,今後の調査を待たなければ言及す
ることはできない。しか し,赤サンゴの色彩分光
特どとは明 いかに相違,点 を見出すことができた。

最後に,本測定に微少面積測定装置を並用 し,

試料面積を縮小 したこと。また,球形試料を使用
したことなどから測定値にわずかながい誤差の生

じている可能性が考えいれる。 これは,同 機種を
用いて比較する場合には問題にないなt/Nが ,日 本
工業規格に一致させるためには何 らかの補正が必

要である。また,試料直径が 100m以 下となる

場合,視感的にみて,刺激純度がやや低 〈表われ
ていると思われた。

この報告をまとめるにあた り,貴重な参考資料

をご提供下さった養殖研究所大村支所長,和田浩
爾博士,国立科学博物館分館,奥谷喬司博士,な
らびにマンセル変換プログラムの修正にご尽力下

さった株式会社デジットシステム,馬場世津子氏
に感謝の意を表する。
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